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開 校 ― ハ ジ マ ル 、新 た な 道 ―

A new story begins 佐藤和也さ
ん
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小岩養太郎さ
ん

菅原博伊さ
ん
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生徒代表

生徒代表

閉校記念行事
実行委員長

閉校事業実行
委員会副委員長

閉校記念事業
実行委員長

　閉校を迎え、寂しい気持
ちでいっぱいです。日形太
鼓に懸命に取り組んだ児
童の姿を思い出します。日
形小は、地域に支えられて
きました。心から感謝しま
す。子供たちは、新しいス
テージへ。日形小で学んだ
ことを土台にして、老松小
でも頑張ってほしいです。

　閉校は、いろいろな意味
で感慨深い。一番強いのは
「山目中ありがとう」という
感謝の気持ちですね。本校
は、いつの時代も地域と共
に歩んできました。地域が
統合を決断したのは、未来
を見据えたからこそ。地域
の思いを大切に、磐井中へ
バトンをつなぎたい。

　閉校式を迎え、寂しさを
感じています。本校は、地域
や生徒の熱い思いがあふれ
ています。4月から3年生は
それぞれの高校へ、1、2年生
は磐井中へ進みます。みん
な、堂々と胸を張って頑張
れる生徒です。ステージは
変わっても「中中（なかちゅ
う）魂」を発揮してください。

　私も卒業生。閉校は、や
はり寂しいですね。これま
で学校を支えてくれた先
生、地域の皆さんに感謝し
ています。子供たちは、日形
小で学んだことを忘れず
に、素晴らしい老松小にし
ていってほしい。私たちも、
子供たちの学校活動を応
援していきます。

　長男がこの春、卒業。PTA

行事なども、すべてが最後
の1年になりました。これま
で受け継いできた伝統行
事を、最後までやり通そう
とみんなで一丸になって取
り組みました。山目中は、地
域に愛されてた学校でし
た。磐井中も素晴らしい学
校になることを願います。

　閉校を迎える今年。生徒
の記念になるように、と一
生懸命活動してきました。
母、私、子供と3代に渡って、
通った母校。感謝しても、し
きれません。子供たちは、小
さい学校から大きな学校
へ。子供たちの可能性を伸
ばせるように、これからも
バックアップしていきます。

　長い歴史を持った日形
小。閉校してしまうのは寂
しいです。私たち、全校児
童16人はとても仲が良く、
きょうだいのように過ごし
てきました。老松小に通う
後輩のみんなには、休み時
間を利用し、積極的に話し
かけて新しい友達をたくさ
ん作ってほしいです。

　中学校の思い出は、運動
会と文化祭。学校全体が盛
り上がった行事でした。文
化祭で卒業生の写真を掲
示しました。68年間の歴史
の重さと地域に愛されて
いる学校だということを
実感しました。この学校で
過ごした3年間は、僕たち
の誇りです。

　もう、この学校に来るこ
とがないと思うと切ないで
す。自慢は、あいさつ。すれ
違う車に止まって正対し、
深々とするあいさつは中里
中の伝統です。この１年は
「今、織りなす思い」をテー
マに、行事や閉校事業に取
り組んできました。愛着の
ある校舎が大好きです。

　PTA活動や100周年事業
を振り返ると感慨深いもの

があります。日形小の歴史や

伝統は、地域や学校支援地
域委員会の皆さんの協力が

あったからこそです。老松小
では、さすが「日形っ子」と

呼ばれるように頑張ってほ

しい。地域を挙げて、子供た

ちを応援していきます。

　校舎を建設するため資
材を運んだり、野球のグ
ローブや陸上の靴が手に
入らず、苦労した中学時
代。振り返れば、いい思い
出です。閉校は、やむを得
ないこと。磐井中では、両
校の特徴と伝統を融合さ
せて、新しい歴史を刻ん
でほしいです。

　「校舎の土台になる石を
地区民が運んだ」地域が学
校・人づくりの基礎を作っ
てきたことに通じる逸話で
す。中里の子供が素直なの
は、家庭や地域でしっかり
した教育を行っているか
ら。磐井中に進む皆さんは、
伝統と歴史を礎に新しい時
代を切り開いてほしい。
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葉
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３
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司
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０
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史
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史
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。
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校長・加藤清／生徒数・550人／所在地・山目字館46-1／創立・2015（平成27年）

1_約500人が新たな歴史の幕
開けを祝った／2_磐井中初
代校長の加藤校長／3_生徒
に団結を呼びかけた生徒会
長の瀬川颯

そう

さん／4_気持ち
を込めて新しい校歌を斉唱／
5_鈴木市教育委員会委員長
から校旗を受け取る加藤校長5
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●校章について

モチーフには、さまざまな

願いが込められています。
①羽：鳥が翼を広げて

空へはばたくように、未
来へ羽ばたいてほしい

②ペン先：勉学に励んで

健やかに成長してほしい

③若葉：磐井中に集う

若 し々く元気に満ちた生
徒たち

④常
と

磐
きわ

色：伝統校とし

て永遠に輝き続けてほ

しい


